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令和元年10月26日発行 境界標の設置と費用 

 過大な修繕費用がかかる場合にも賃貸人の修繕義務が発

生するかが問題となります。 

（賃貸人の修繕義務） 

 賃貸人は原則として修繕義務を負います。ただし、無制

限に修繕義務を負うわけではありません。 

 賃貸人の修繕義務は、①修繕の必要性、②修繕の可能性 

③建物の経済的価値、賃料、修繕費等の事情を考慮してそ

の負担の有無が決せられます。 

 ①修繕の必要性とは、およそ修繕しなければ賃借人が使 

  用収益できない状態となったことをいいます。 

 ②修繕の可能性は、修繕が可能なときのみ生じます。 

  修繕の可能性は物理的・技術的な点だけでなく、経済 

  的・取引的な観点からも判断されます。 

  判例も「賃貸人が修繕義務を負うのは、修繕が可能で 

  あって、かつ、その必要がある場合に限られる。修繕 

  が可能というためには、それが物理的に可能であるだ 

  けでなく、経済的にも可能であることが必要である。 

  すなわち、賃貸人に修繕義務を負わせることにより賃 

  貸者の基礎をなす信義上妥当でない場合には、賃貸人 

  は修繕義務を免れる」としています。 

これは、賃貸人による修繕義務は、賃料によって賄われ

ることが前提となっており、賃料に比して明らかに費用

を要する修繕を賃貸人に負担させることは、賃貸人と賃

借人間の経済的公平を欠く、と考えられるからです。 

 なお、修繕が経済的に不能な場合とは、修繕が新築と

同様の費用を要する場合とされています。 

 今回の場合、建て替えと同じくらいの費用がかかると

のことですから修繕義務を免れると解されます。 

③その他の事情の考慮  

 もともと賃貸人の修繕義務は賃借人の賃料支払義務に 

 対応するものですから、賃料の額、建物の欠陥によっ 

 て賃借人が被る不便の程度等を勘案することになりま 

 す。 

 したがって、賃貸借契約の当初より建物の老朽化が進 

 み、賃料も相当程度低額に設定されているなどの事情 

 がある場合には、賃貸人は修繕義務を負わないと解さ 

 れることもあります。 

 なお、修繕不可能により部屋が使用できない場合は賃

貸借契約は当然に終了します。また、一部不能となった

場合には、使用収益可能な部分の割合に応じて賃料の減

額請求が認められることになります。 

№107 先日の台風でアパートが損傷しました。修繕費用を業者に見積もってもらった 

    ところ、建て替えと同じくらいの費用がかかることがわかりました。 

          家主である私には資金的余裕もなく修繕費用は出せません。 

          このような場合、修繕義務を免れることはできないでしょうか？ 
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 境界標の設置は隣接地の所有者が共同で設置するのが、いちばん

理想的で目的にかないます。 

 民法223条でも「土地の所有者は、隣の土地の所有者と共同の

費用で境界標を設けることができる」としています。 

 しかし、実際のところどうかといえば、ほとんどの場合、境界を

決めたいという方が設置と測量に要する費用を負担しています。 

 なぜでしょうか。 

それは境界標設置が売買や相続など必要に迫られたときにしようと

するからです。 

 急いでいますから「お隣さんもご一緒に」なんてこと言っておら

れません。 

 お隣りの方も、境界標がお互いに必要なものとわかっていても、

自分が必要に迫られていなければ出費を先送りしたいと思います。 

 また、無理に費用を求めればお隣さんとの仲を壊しかねません。

現実は理想通りにはいかないものです。 



務整理等があると、有名企業に勤務しどれだけ高収入であっ

てもほぼ審査は通りません。  

「立ち入った話で恐縮ですが、ご主人は過去に返済で滞っ

たことはありませんか？」  

  「ないよ。そもそも俺は借金なんかしたことがない。車を買

うときだって現金だし、カードといったらスーパーのポイント

カードぐらいだ」 

 借金がなければ延滞・遅延も債務整理もありません。 

まったく不可解です。 

「ねぇ、お父さん。昔、あなたの弟さんにお金を貸してあげた

じゃない。あれ、返してもらうよう頼んでみたら」 

 さきほどは取り乱した奥さん、少し落ち着いたようです。 

  「無理だよ。弟は体が弱くて働けないから貸したんじゃな 

   いか。そんなお金、今頃残っている訳ないだろ」 

「それもそうよね。でも、あれからずいぶん経っているけど、 

 弟さん、その後はどうやってお金工面しているのかしら」 

  「知らんよ。そんなこと」 

「あなた、前から弟は可哀想だって言って随分気にかけてい

たじゃない。知 らないはないでしょ」             続く 
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シリーズ・わたしの営業体験 №.6 0   チラシは宝の山  その18 

  みちのく紀行 その4 

 前回は、ローンが通らないのは借金のせい？・・・というとこ

ろまででした。 

 住宅ローンは、自己資金の額、完済時の年齢、年収に占め

る住宅ローン返済の割合を示す返済比率、勤続年数や購入

物件の担保評価、そして申込者の健康状態などが審査され

ます。 

 今回の資金計画では、自己資金は多く返済比率は基準内

です。勤続年数も20年以上、なんら問題はないはずです。 

  では、何が原因なのか？ 

ご主人は「他の借入なんかない」とはっきり言っています。 

そうすると個人信用情報になにか本人も知らない情報が登録

されている可能性が考えられます。 

 個人信用情報とは、氏名・生年月日をはじめローンやクレ

ジットなどの利用状況（金融会社名、利用日、利用内容、利

用金額、入金状況など）に関する情報のことで、個人信用情

報機関に登録されています。 

 金融機関はローンの申し込みがあると個人信用情報機関

でその人の個人情報を調べます。 

 金融機関は、延滞、遅延、債務整理（破産、代位弁済）を

嫌います。 

  もし、遅延、延滞が数ヶ月以上続いていたり、あるいは債


